
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設機能担当 

東北地方太平洋沖地震による頭首工の被害 

東北地方太平洋沖地震が頭首工に与えた被害の状況について，宮城県，福島県，茨城県におけ
る資料調査および現地調査を基に分析しました。 

 2011年6月時点で被害情報が得られた頭首工は，
宮城県35箇所，福島県16箇所，茨城県8箇所の計
59箇所です。 

 そのうち37箇所について現地調査を実施しました。 

 損傷の主要因が地震荷重によるものは34箇所，津
波荷重によるものは3箇所でした。 

研究のポイント 

 頭首工の損傷施設を分類して，被害状況を整理しま
した。 

 地震荷重による損傷は，「護岸・堤防」が62 %で最
も高く，続いて「固定堰」の31 %，以下「機側操作
室」，「操作室・管理棟」，「ゲート・戸当り」，「堰柱・
門柱」，「エプロン」の順となりました。 

 最も多い護岸・堤防の損傷では，頭首工の取水機
能を喪失させる護岸の崩壊から，護岸ブロックのひ
び割れなどの軽微なものまでが含まれています。 

 津波荷重による損傷は，3箇所（ゴム引布製ゲート2

箇所および鋼製起伏ゲート1箇所）ともゲート施設
の損傷であり，取水機能の喪失あるいは水密性の
低下を生じさせました。 

頭首工の被害と調査の概要 

加速度応答スペクトル 

調査の概要 

損傷施設の状況 

地震荷重による施設別損傷率 

  宮城 福島 茨城 計 

被害箇所数 35 16 8 59 

現地調査箇所数 21 14 2 37 

損傷 

主要因 

地震 19 13 2 34 

津波 2 1 0 3 
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護岸崩壊により取水機能を喪失した頭首工 

地震動と可動堰の堰柱・門柱の被害 

 2004年新潟県中越地震では，長岡市に位置する
妙見堰が門柱のかぶりコンクリートの剥落および一
部鉄筋の破断という大きな損傷を受けました。 

 同じ震度7を観測した本地震においては，そのよう
な損傷は見受けられませんでした。 

 理由として，入力地震動の相違が考えられます。 

 今後，加速度応答スペクトルの相違に着目した数
値解析を進めます。 
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レベル2地震動タイプⅠ（Ⅱ種地盤）
レベル2地震動タイプⅡ（Ⅱ種地盤）


